
専
修
大
学
は
、
本
年
９
月
に

創
立
１
３
０
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
取
り
組

ん
で
い
く
「
事
業
計
画
」
は
、

専
修
大
学
が
こ
れ
ま
で
歩
ん
だ

歴
史
と
伝
統
の
顕
彰
と
、
大
学

力
の
広
範
な
発
信
を
目
的
と
し

た
記
念
事
業
を
計
画
の
中
核
に

据
え
る
と
と
も
に
、
２１
世
紀
ビ

ジ
ョ
ン
「
社
会
知
性
（S

o
c
i
o

｜I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
c
e

）
の
開

発
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、
「
学

生
を
基
本
に
据
え
た
大
学
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
と
し
た
教
育

研
究
の
強
化
及
び
社
会
と
の
密

接
な
連
携
構
築
を
重
視
し
て
い

ま
す
。

専
修
大
学
は
、
１０
月
３０
日
に

挙
行
す
る
創
立
１
３
０
年
記
念

式
典
を
は
じ
め
、「
知
の
発
信
」

を
積
極
展
開
す
る
記
念
行
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

記
念
行
事
を
通
じ
て
、
学
生
が

本
学
で
学
ぶ
喜
び
と
誇
り
と
を

再
認
識
し
、
さ
ら
に
、
本
学
特

有
の
存
在
意
義
や
研
究
力
が
社

会
に
示
さ
れ
、
社
会
と
本
学
と

の
有
機
的
な
つ
な
が
り
が
、
よ

り
一
層
強
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か
ら

本
格
稼
働
し
た
小
田
急
線
向
ヶ

丘
遊
園
駅
前
の
「
専
修
大
学
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
、

大
学
が
果
た
す
べ
き
使
命
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
社
会
貢
献
」
の

拠
点
と
し
て
、
公
開
講
座
、
社

会
人
教
育
、
教
育
研
究
成
果
の

公
開
な
ど
の
取
り
組
み
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
２

０
１
０
年
度
に
開
設
を
予
定
し

て
い
る
学
部
の
改
組
・
再
編
に

よ
る
新
学
部
・
新
学
科
の
設
置

準
備
を
は
じ
め
、
高
等
学
校
と

の
教
育
連
携
、
社
会
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
さ
ら
に

は
、
教
育
研
究
環
境
の
充
実
に

向
け
た
神
田
及
び
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
係
る
総
合
的
な
キ
ャ
ン

パ
ス
構
想
の
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

石
巻
専
修
大
学
は
、
学
生
の

能
力
向
上
の
た
め
に
、
教
育
の

質
を
高
め
る
と
い
う
「
教
育
第

一
主
義
」
を
最
優
先
に
掲
げ
、

経
営
学
部
に
お
け
る
国
際
経
営

・
観
光
コ
ー
ス
の
新
設
、
経
営

学
部
・
大
学
院
の
「
５
年
一
貫

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
導
入
、

入
学
前
か
ら
１
年
次
生
を
総
合

的
に
支
援
す
る
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
講
な
ど

に
引
き
続
き
、
０９
年
度
は
、
理

工
学
部
全
学
科
で
の
コ
ー
ス
制

を
導
入
し
ま
す
。

専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学

は
、
徹
底
し
た
少
人
数
に
よ
る

個
性
重
視
の
教
育
を
更
に
強
化

す
る
た
め
、
０９
年
度
は
、
み
ど

り
の
総
合
科
学
科
を
３
つ
の
系

に
、
商
経
社
会
総
合
学
科
を
５

つ
の
系
に
改
編
し
ま
す
。

こ
こ
に
挙
げ
た
三
大
学
の
取

り
組
み
は
、
い
ず
れ
も
創
立
者

の
熱
き
思
い
で
あ
る
「
建
学
の

精
神
」
を
、
現
代
に
本
学
で
学

ぶ
学
生
、
卒
業
生
、
そ
し
て
教

職
員
が
共
有
す
る
べ
く
策
定
し

た
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
「
社
会
知

性
の
開
発
」
に
基
づ
く
構
想
で

あ
り
、
今
後
も
ビ
ジ
ョ
ン
達
成

に
向
け
た
戦
略
的
な
大
学
改
革

に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
日
の
社
会
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
拡
大
、
少
子
高
齢
化
の

進
行
、
資
源
・
環
境
問
題
の
深

刻
化
な
ど
多
く
の
諸
課
題
を
抱

え
て
お
り
、
ま
た
、
大
学
に
お

い
て
も
教
育
研
究
の
本
質
、
あ

り
方
が
厳
し
く
問
わ
れ
、
変
革

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
今
日
は
、
大
学
創
立
期
を
強

く
意
識
さ
せ
る
変
革
と
再
構
築

の
時
代
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
激
動
期
で
あ
る
か
ら
こわ

た

そ
、
本
学
は
、
１
３
０
年
に
亘

り
各
界
で
活
躍
す
る
有
為
な
人

材
を
輩
出
し
、
社
会
の
負
託
に

応
え
て
き
た
「
大
学
力
」
を
社

会
に
示
し
、
創
立
１
３
０
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
を
、
新
た

な
飛
躍
に
踏
み
出
す
節
目
と
し

て
い
く
所
存
で
す
。

２
０
０
９
年
度
学
校
法
人
専
修
大
学
の
事
業
計
画
は
、

０８
年
１２
月
１７
日
開
催
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ

れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
編
成
さ
れ
た
予
算
は
、
３
月
２５
日
開

催
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

学
校
法
人
専
修
大
学
は
、
設

置
す
る
三
大
学
が
０７
年
か
ら
０９

年
ま
で
の
間
に
、
創
立
に
係
る

節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
「
創
立
１
３
０
年
記
念
事

業
資
金
」
の
募
金
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学

に
お
い
て
、
新
校
舎
建
設
を
は

じ
め
と
す
る
施
設
整
備
や
学
術

講
演
会
に
代
表
さ
れ
る
知
の
発

信
な
ど
、
様
々
な
創
立
記
念
事

業
を
企
画
し
、
実
施
し
て
き

た
。
０９
年
度
は
、
専
修
大
学
が

９
月
１６
日
に
創
立
１
３
０
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
記

念
行
事
を
実
施
す
る
。

１
・
記
念
式
典
・
祝
賀
会

大
学
記
念
日
で
あ
る
０９
年
１０

月
３０
日
に
、
創
立
１
３
０
年
を

記
念
す
る
式
典
及
び
祝
賀
会
を

実
施
す
る
。

２
・
創
立
１
３
０
年
宣
言

学
生
と
共
に
創
立
１
３
０
年

を
祝
い
、
本
学
に
学
ぶ
喜
び
を

体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
創
立
１
３
０
年
宣
言
の

セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
す
る
。

３
・
記
念
講
演
会

一
般
及
び
卒
業
生
並
び
に
在

学
生
等
を
対
象
と
し
た
記
念
講

演
会
を
実
施
す
る
。

一
般
及
び
卒
業
生
を
主
対
象

と
す
る
記
念
講
演
会
は
、
専
修

大
学
の
研
究
成
果
の
発
信
に
重

点
を
置
き
、
学
生
を
主
対
象
と

す
る
記
念
講
演
会
は
、
今
後
、

学
生
が
自
ら
開
発
す
る
社
会
知

性
の
指
針
と
な
る
内
容
を
企
画

す
る
。

４
・
歴
史
展
示
『
創
立
者
同
時

代
展
』

本
学
の
歴
史
と
伝
統
を
顕
彰

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
大
学
創

立
期
に
係
る
歴
史
資
料
の
展
示

会
を
企
画
し
、
神
田
・
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
及
び
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
等
に
お
い
て
巡
回
展

示
を
行
う
。

５
・
専
修
大
学
１
３
０
人
の
顔

ち
な

創
立
１
３
０
年
に
因
み
、
本

学
を
卒
業
し
、
社
会
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
（
さ
れ
た
）
方
々
を

１
３
０
人
取
り
上
げ
、
雑
誌
に

紹
介
記
事
を
連
載
し
、
大
学
の

歴
史
・
伝
統
・
実
績
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
。

６
・
創
立
者
胸
像
の
整
備

創
立
者
４
人
の
胸
像
（
ブ
ロ

ン
ズ
像
）
を
製
作
す
る
。

７
・
１
３
０
年
記
念
演
奏
会
の

実
施専

修
大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
に
よ
る
特
別
演
奏

会
を
実
施
し
、
本
学
の
文
化
活

動
の
成
果
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

そ
の
他
、
専
修
大
学
育
友
会

か
ら
の
寄
贈
に
よ
り
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
に
大
学
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
の
「
黒
門
」
を
設
置
す

る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

【
専
修
大
学
】

１
・
組
織
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
新
学
部
・
新
学
科
の
設

置
準
備

文
学
部
心
理
学
科
及
び
人
文

学
科
社
会
学
専
攻
を
改
組
し
新

学
部
（
人
間
科
学
部
）
を
設
置

す
る
。
さ
ら
に
、
日
本
語
日
本

文
学
科
・
人
文
学
科
（
社
会
学

専
攻
を
除
く
）
の
各
専
攻
を
学

科
に
改
組
し
、
併
せ
て
新
学
科

（
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学

科
）
を
設
置
す
る
。

新
学
部
・
新
学
科
は
、
２
０

１
０
年
４
月
の
開
設
に
向
け
準

備
を
進
め
る
。

（
２
）
大
学
院
商
学
研
究
科
の

再
編
準
備

大
学
院
商
学
研
究
科
を
商
学

専
攻
と
会
計
学
専
攻
（
新
設
）

の
二
専
攻
に
す
る
べ
く
、
検
討

・
審
議
を
行
う
。
０９
年
度
は
、

再
編
計
画
の
実
現
に
向
け
、
大

学
院
の
調
整
・
準
備
を
図
る
。

２
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に
関
す

る
こ
と

（
１
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学

部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正

０９
年
度
入
学
者
よ
り
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
変
更
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

制
を
導
入
す
る
。

（
２
）
自
校
史
教
育
の
強
化

（
『
専
修
大
学
の
歴
史
』
刊
行
）

０９
年
度
に
『
専
修
大
学
の
歴

史
』
を
刊
行
す
る
が
、
教
養
教

育
と
し
て
開
講
し
て
い
る
自
校

史
授
業
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
も

活
用
す
る
。

３
・
初
年
次
教
育
に
関
す
る
こ

と（
１
）
『
知
の
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
』
改
訂
版
の
活
用
に
よ
る
導

入
教
育
の
強
化

練
習
問
題
集
と
し
て
「
ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
」
を
追
加
し
た
『
知

の
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
』
改
訂
版

を
新
入
生
に
配
布
し
、
導
入
教

育
授
業
で
活
用
す
る
。

（
２
）
授
業
と
連
携
し
た
図
書

館
利
用
の
促
進

図
書
館
は
、
各
学
部
の
導
入

教
育
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て

い
る
「
図
書
館
ツ
ア
ー
」
（
活

用
講
習
会
）
の
充
実
を
図
る
。

４
・
教
育
改
革
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
教
育
効
果
測
定
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
開
始

入
学
時
の
基
礎
学
力
と
入
学

後
の
学
業
成
績
と
の
相
関
関
係

を
分
析
し
、
分
析
結
果
を
今
後

の
教
育
改
革
に
活
用
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
０８
年
６
月
に

「
教
育
効
果
測
定
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
た
。
０９
年

度
は
、
準
備
・
予
備
調
査
を
踏

ま
え
、
詳
細
な
分
析
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

（
２
）
「
大
学
院
教
育
振
興
施

策
要
綱
」
に
則
し
た
大
学
院
教

育
の
改
革

大
学
院
は
、
文
部
科
学
省
策

定
の
「
大
学
院
教
育
振
興
施
策

の
っ
と

要
綱
」
に
則
り
、
Ｆ
Ｄ
（
フ
ァ

カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
）
の
推
進
や
Ｗ
ｅ
ｂ
講
義

要
項
（
シ
ラ
バ
ス
）
シ
ス
テ
ム

の
導
入
等
、
大
学
院
教
育
の
改

革
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
。

（
３
）
法
科
大
学
院
教
育
充
実

０９
年
度
か
ら
は
、
①
入
学
者

の
質
と
多
様
性
の
確
保
、
②
修

了
者
の
質
の
保
証
、
③
教
育
体

制
の
充
実
、
④
質
を
重
視
し
た

評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
柱
に

改
善
策
を
推
進
し
て
い
く
。

５
・
研
究
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進

（
２
）
図
書
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
事
業
の
推
進

図
書
館
は
、
研
究
を
支
援
す

る
た
め
、
図
書
資
料
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
推
進
す
る
。
０９
年

度
は
、
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
文

庫
「
手
稿
史
料
」
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
を
完
了
さ
せ
る
。

６
・
国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
中
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
フ
ラ
ン
ス
語
コ
ー
ス
）の
開
設

中
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
英

語
コ
ー
ス
及
び
中
国
語
コ
ー
ス

に
加
え
、
フ
ラ
ン
ス
語
コ
ー
ス

を
開
設
す
る
。

（
２
）
ラ
オ
ス
国
立
大
学
と
の

国
際
交
流
推
進

７
・
施
設
整
備
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
心
理
教
育
相
談
室
棟
（
仮

称
）
の
新
築
工
事

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
心
理

教
育
相
談
室
棟
を
建
設
し
、
分

散
設
置
さ
れ
た
相
談
室
機
能
を

集
約
す
る
。
ま
た
、
新
学
部
の

設
置
計
画
に
伴
い
、
生
田
４
号

館
の
改
修
工
事
も
行
う
。

（
２
）
教
育
・
研
究
用
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
更
新

情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
の
教
育

・
研
究
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
の
更
新
を
行
い
、
１０
年
４

月
１
日
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
を
本

稼
働
さ
せ
る
。
新
シ
ス
テ
ム

は
、
省
電
力
・
低
発
熱
型
機
器

の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
環
境
負

荷
の
低
減
に
寄
与
し
、
グ
リ
ー

ン
Ｉ
Ｔ
を
推
進
す
る
。

（
３
）
Ｗ
ｅ
ｂ
講
義
要
項
（
シ

ラ
バ
ス
）
シ
ス
テ
ム
の
機
能
強

化（
４
）
図
書
館
新
電
子
計
算
機

シ
ス
テ
ム
の
導
入

（
５
）
国
際
研
修
館
建
て
替
え

の
検
討

【
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に
関
す

る
こ
と

（
１
）
理
工
学
部
の
コ
ー
ス
制

導
入理

工
学
部
基
礎
理
学
科
、
情

報
電
子
工
学
科
、
生
物
生
産
工

学
科
に
お
い
て
コ
ー
ス
制
を
導

入
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
石
巻

専
修
大
学
は
、
全
て
の
学
科
が

コ
ー
ス
制
を
設
け
る
こ
と
と
な

る
。

（
２
）
理
工
学
研
究
科
修
士
課

程
に
お
け
る
自
動
車
整
備
士
１

級
コ
ー
ス
の
設
置
申
請

２
・
研
究
に
関
す
る
こ
と

石
巻
専
修
大
学
共
創
研
究
セ

ン
タ
ー
の
設
置

３
・
施
設
整
備
に
関
す
る
こ
と

３
次
元
プ
リ
ン
タ
ー
シ
ス
テ

ム
の
導
入

【
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
】

１
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に
関
す

る
こ
と

（
１
）
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

見
直
し

学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正

を
行
い
、
み
ど
り
の
総
合
科
学

科
を
３
つ
の
系
（
農
業
科
学

系
、
環
境
緑
地
系
、
環
境
土
木

系
）
に
、
商
経
社
会
総
合
学
科

を
５
つ
の
系
（
商
学
系
、経
営
学

系
、
経
済
学
系
、法
学
系
、ビ
ジ

ネ
ス
・
情
報
系
）に
改
編
す
る
。

（
２
）
専
大
フ
ァ
ー
ム
の
充
実

「
専
大
フ
ァ
ー
ム
」
は
０７
年

か
ら
有
機
無
農
薬
農
産
物
の
証

し
で
あ
る
、
新
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
基

づ
い
た
「
特
別
栽
培
農
場
」に
認

証
さ
れ
、
０９
年
度
か
ら
は
「
有

機
無
農
薬
栽
培
農
場
」
と
し
て

認
証
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

２
・
施
設
整
備
に
関
す
る
こ
と

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
の
更
新

【
専
修
大
学
】

１
・
経
済
的
支
援
に
関
す
る
こ

と
育
友
会
奨
学
金
の
新
設

専
修
大
学
育
友
会
の
寄
付
に

よ
り
、
新
た
に
経
済
的
支
援
を

目
的
と
し
た
奨
学
金
制
度
を
創

設
す
る
。

２
・
進
路
支
援
に
関
す
る
こ
と

会
計
士
講
座
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
改
革

３
・
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
こ
と

体
育
会
学
生
の
競
技
力
向
上

支
援

【
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
経
済
的
支
援
に
関
す
る
こ

と（
１
）
奨
学
金
制
度
の
見
直
し

向
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら

も
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就

学
が
困
難
な
域
内
の
高
校
生
を

支
援
す
る
奨
学
金
制
度
を
創
設

す
る
。

（
２
）
自
宅
通
学
支
援
バ
ス
路

線
の
拡
大

０８
年
度
か
ら
開
始
し
た
自
宅

通
学
支
援
バ
ス
に
つ
い
て
、
利

便
性
・
安
全
性
向
上
、
地
域
の

学
習
機
会
の
提
供
な
ど
の
観
点

か
ら
見
直
し
を
図
り
、
自
宅
通

学
圏
の
拡
大
（
３
路
線
か
ら
５

路
線
）
を
図
る
。

２
・
進
路
支
援
に
関
す
る
こ
と

会
計
専
門
職
養
成
の
た
め
の

支
援
強
化

経
営
学
部
は
、
学
部
授
業
（
ビ

ジ
ネ
ス
会
計
コ
ー
ス
）
の
補
完

と
し
て
、
税
理
士
等
の
受
験
に

向
け
た
講
座
を
実
施
す
る
他
、

奨
学
生
制
度
の
効
果
的
運
用
、

「
石
鳳
会
計
研
究
会
」と
の
連
携

強
化
な
ど
、
会
計
専
門
職
養
成

に
向
け
た
支
援
を
強
化
す
る
。

【
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
】

１
・
進
路
支
援
に
関
す
る
こ
と

資
格
取
得
・
就
職
支
援
の
強
化

学
生
に
「
付
加
価
値
」
を
付

け
卒
業
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
お
り
、
在
学
中
に
お
け
る

取
得
と
実
務
性
を
重
視
し
た
資

格
取
得
奨
励
を
充
実
さ
せ
る
。

就
職
支
援
に
つ
い
て
は
、
学
生

の
意
欲
と
意
識
を
喚
起
し
な
が

ら
、
個
性
に
応
じ
た
支
援
を
図

っ
て
い
く
。

【
専
修
大
学
】

１
・
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す

る
こ
と

更
新
講
習
会
の
実
施

２
・
社
会
人
教
育
に
関
す
る
こ

と

Ｋ
Ｓ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
実
施

０８
年
度
文
部
科
学
省
「
社
会

人
の
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教

育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択

さ
れ
た
「
Ｋ
Ｓ
（
川
崎
・
専
修
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
講
座
を
引
き

続
き
開
講
す
る
。

３
・
高
大
連
携
に
関
す
る
こ
と

高
大
連
携
協
定
校
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

拡
充
に
努
め
、
「
聴
講
生
の
受

入
れ
」
、
「
教
科
研
修
生
の
派

遣
」、
「
高
校
教
員
研
修
会
・
講

座
へ
の
教
員
派
遣
」
な
ど
を
推

進
す
る
。

４
・
公
開
講
座
等
に
関
す
る
こ

と（
１
）
駒
井
重
格
展
の
開
催

専
修
大
学
は
、
創
立
者
の
一

人
で
あ
る
駒
井
重
格
に
つ
い

て
、
出
身
地
で
あ
る
三
重
県
桑

名
市
に
お
い
て
展
示
、
講
演
会

を
開
催
し
、
駒
井
の
業
績
を
通

じ
て
、
本
学
の
軌
跡
を
広
く
社

会
に
発
信
す
る
。な
お
、駒
井
重

格
展
は
、
一
橋
大
学
（
駒
井
は
、

前
身
で
あ
る
高
等
商
業
学
校
に

お
い
て
校
長
を
務
め
た
）
及
び

桑
名
市
博
物
館
と
共
催
で
行
う

こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
関
心
の

幅
を
広
げ
た
も
の
と
す
る
。

（
２
）
文
化
講
演
会
の
開
催

５
・
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

に
関
す
る
こ
と

小
田
急
線
向
ヶ
丘
遊
園
駅
前

に
設
置
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、
総
合
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
大
学
の
教

育
研
究
成
果
の
発
表
等
、
知
的

発
信
を
基
軸
と
し
た
地
域
貢
献

を
推
進
す
る
。

６
・
施
設
開
放
に
関
す
る
こ
と

新
た
に
「
神
奈
川
県
立
図
書

館
」
及
び
「
神
奈
川
県
立
川
崎

図
書
館
」
と
の
図
書
館
相
互
利

用
協
定
を
締
結
し
、
０９
年
４
月

よ
り
広
く
神
奈
川
県
民
に
大
学

図
書
館
の
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
。

【
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
産
学
連
携
に
関
す
る
こ
と

石
巻
信
用
金
庫
と
の
連
携
や

石
巻
産
学
交
流
会
・
自
動
車
関

連
産
業
集
積
部
会
の
活
動
を
通

し
て
発
足
さ
せ
た
複
数
の
戦
略

的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
引
き
続

き
推
進
し
、
地
域
貢
献
を
図

る
。

２
・
高
大
連
携
に
関
す
る
こ
と

単
位
認
定
を
行
う
高
大
接
続

研
究
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
宮
城
県
内
の
高
校
を
中
心

に
発
展
的
な
高
大
連
携
事
業

（
高
大
接
続
研
究
事
業
と
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
間
的
な

取
り
組
み
）
を
展
開
さ
せ
る
。

３
・
公
開
講
座
等
に
関
す
る
こ

と４
・
施
設
開
放
に
関
す
る
こ
と

中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た

オ
ー
プ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
や
一

般
市
民
対
象
の
施
設
開
放
を
更

に
拡
充
す
る
。

【
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
】

１
・
地
域
連
携
に
関
す
る
こ
と

【
学
校
法
人
】

１
・
外
部
資
金
の
確
保
に
関
す

る
こ
と

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
金

（
特
別
補
助
）
の
申
請
を
促
進

す
る
た
め
、
対
象
と
な
り
得
る

取
り
組
み
の
洗
い
出
し
を
徹
底

化
す
る
。

２
・
募
金
活
動
に
関
す
る
こ
と

創
立
１
３
０
年
記
念
事
業
資

金
募
金
推
進
委
員
会
の
募
金
計

画
に
基
づ
き
、
０５
年
４
月
か
ら

開
始
し
た
募
金
活
動
を
積
極
的

に
推
進
す
る
。

募
金
計
画
の
最
終
年
と
な
る

０９
年
度
は
、
新
入
生
及
び
３
・

４
年
次
生
の
ご
父
母
及
び
校
友

並
び
に
法
人
・
団
体
・
企
業
等

を
対
象
に
募
金
の
働
き
か
け
を

行
う
。

３
・
事
務
組
織
に
関
す
る
こ
と

４
・
将
来
構
想
に
関
す
る
こ
と

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
及
び
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
合
的
な
構
想

に
つ
い
て
の
試
案
づ
く
り
に
向

け
、
検
討
す
る
。

【
専
修
大
学
】

１
・
事
務
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

こ
と

２
・
広
報
活
動
に
関
す
る
こ
と

３
・
学
生
募
集
に
関
す
る
こ
と

【
石
巻
専
修
大
学
】

１
・
防
災
に
関
す
る
こ
と

２
・
学
生
募
集
に
関
す
る
こ
と

【
専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
】

１
・
学
生
募
集
に
関
す
る
こ
と

事
業
計
画
の
策
定
に
あ
た
り

創
立
１
３
０
年
―
―
―
―

新
た
な
飛
躍
の
節
目
に

Ⅲ

学
生
支
援
の
充
実

Ⅰ

創
立
１
３
０
年
記
念
事
業
の
推
進

Ⅴ

経
営
基
盤
の
強
化

Ⅱ

教
育
・
研
究
力
の
強
化

Ⅳ

社
会
へ
の
貢
献
活
動
の
充
実

主

な

事

業

計

画
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